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ID-80 → の が点滅

ID-31,51,52 → の が点滅

ＣＱを出している局に応答する時や過去に受信した局を呼び出す場合は、この操作で UR や TO に相手局のコールサインが設定
され、レピータのコールサインを設定しなくても「コールサイン指定呼出」として応答や、相手局を呼出すことができます。

※ [RX-CS]キー の設定機能がある機種は、初期値(ワンタッチ応答)の場合の操作です。

【重要】⇒ ＱＳＯが終わったら、予期しないゲート越えを防止するため UR や TO を必ず「CQCQCQ」に戻しておきます。

注：コールサインが正常に受信できてない場合は「NoCALL」や「------」になり、コールサインが表示されないため設定できません。

RX-CSのセット方法

ID-91
ID-92 を長押しします。

ID-80 を長押しします。

ID-31シリーズ,ID-51シリーズ

ID-52 を長押しします

ID-800 を長押しします。(直前の受信ｺｰﾙｻｲﾝが設定されます)

ID-880 を長押しします。(直前の受信ｺｰﾙｻｲﾝが設定されます) 

受信履歴
からの選択→

応答したいコールサインが表示されたら離します。

応答したい局が表示されない場合は、長押しのまま
ダイヤルを回して、コールサインを選択します。

の が点滅

ID-91,ID-92

ID-80

ID-31，ID-51シリーズ

ID-800

ID-880

呼出(CQ)局に応答するための RX-CS の操作方法
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IC-9700 , IC-705,C-7100 , ID-5100 , ID-4100

RX-CSボタンを長押しします。(直前の受信ｺｰﾙｻｲﾝが設定されます)

又は、

RX-CSボタンを押すと受信した局の一覧表が表示されます。 かダイヤルを回して、

応答したいコールサインが表示されたら選択(タッチ)します。

IC-9100 を押してファンクションメニューを Ｍ３ にします。 ＝＝⇒
(ＤＲモードの時は最初から表示されている)

を長押しします。(直前の受信ｺｰﾙｻｲﾝが設定されます)

又は、

を押しながらダイヤルを回して、応答したいコールサインが表示されたら離します。

ＪＱ１ＹＯＬ

ＪＲ１ＵＴＩ

ＪH1ZSB  F

IC-2820G を２回押してファンクションメニューを表示して (R>CS)を押します。＝＝⇒

受信履歴から選択する場合は (CD)を押して、ダイヤルを回して選択後に

(R>CS)を押します。

が点滅

の が点滅

RX-CSセット後に設定を元に戻す方法

ID-91,92      を押す。

IC-2820G (CQ)を押す。

注意：ID-91,92,IC-2820Gは、RX-CSでセットした時に、相手局がゲート
越えの場合はレピータR2(RPT2)のセットがゲート越えのままに
なります。
このまま運用しても問題はありませんが、ゲート越えをしない
交信時は RPT? が帰ってきます。
セットモードでR2(RPT2)を *NOTUSE に設定すると正常になります。

ID-800

設定ボタンがないためセットモードで
RX-CS設定を元に戻す必要があります。

ID-31,51 か を押す。

IC-9100 (R>CS)を押す。

IC-7100 ， ， のどれかを押す。

ID-5100 ， ， のどれかを押す。

ID-80 ， ， ， のどれかを押す。

ID-880 を押す。

呼出(CQ)局に応答するための RX-CS の操作方法

下記以外の機種は RX-CSボタンを押すか をタッチします。

RX-CSの画面例


